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                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 
小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/21 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

4 月気象状況    （父島） 

最高気温   23.2℃ 

最低気温   18.7℃ 

平均気温   20.9℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量   87.5mm 

住民基本台帳登録者数（5/1） 

             2,608 人 

             父島      母島               

  人口      2,153 人   455 人 

  世帯      1,221    278 

                                               

                                       

                                       

                                       

【新型コロナウイルス感染症対策について】 

投票所、期日前投票所にはアルコール消毒液を設置し、記載台、鉛筆等不特定多数の方が触れる箇所は、 

定期的に消毒を行います。また、下記の事項につきまして有権者の皆様のご理解・ご協力をお願いします。 

 （１）周りの方との距離の確保のため、混雑時、投票所内への入場制限を行う場合があります。 

（２）マスクの着用や咳エチケット、来場前と帰宅後の手洗い・うがい等の対策をお願いします。 
 

【選 挙 日 程】 
 

≪告 示 日≫      ６月１８日（木） 

≪繰上投票日（母島）≫  ７月 ４日（土）  午前７時から午後８時まで 

≪投 票 日（父島）≫  ７月 ５日（日）  午前７時から午後８時まで 

≪開 票 日≫           ７月 ５日（日）  午後９時から（即日開票） 
 

【投   票   所】  ≪父島≫： 小笠原村地域福祉センター   ≪母島≫： 母島村民会館 
 

◎投票所へは「入場券」を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 
 

≪最近、転入届を出された方 および １８歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？≫ 

 
 あ な た の → 平成１４年 ７月７日以降 → 投票できません 

 生年月日は？ → 平成１４年 ７月６日以前 

↓ 

 小笠原村に転入の 

届出をしたのは 

いつですか？ 

→ 令和２年３月１７日以前 → 小笠原村で投票できます 

（村外において不在者投票される方は２ページ目をご覧ください）

→ 令和２年３月１８日以降 
                       ↓ 

以前の住所は東京 

都内ですか？ 

→ 都 外 → 投票できません 

→ 都 内 → 前の住所地で投票となります (※1) 
 
 

(※1) 「引続居住証明書類」の提示か、前住所地の選管による居住確認を受ける必要があります。 

また、都外へ転出すると投票できなくなります。 

【前住所地（都内）の選挙人名簿に登録されている方で、（村内で）不在者投票をされる方へ】 
前の住所地から投票用紙を取り寄せて小笠原村で不在者投票を行う場合、予め前住所地の選挙管理委員会宛

てに投票用紙の請求が必要となります。投票用紙が郵送によりお手元に届きましたら、６月２８日（日）まで

に村役場又は母島支所（※）へお越し頂き投票を済ませてください（※母島は２７日（土）午後６時までとな

ります）。 

 なお、取り寄せる先の選挙管理委員会によっては、告示日前での投票用紙の発送ができない場合もあります

ので、お早めに問い合わせてください。 
 

ＮＯ．715 

令和 2 年(2020) 

 ６/１（月） 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

７月５日（日）は東京都知事選挙の投票日です 

＜母島は７月４日（土）繰上投票＞ 
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【期日前投票について】 

期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 

期日前投票所へは、「入場券」を持参してください。 

《投票の対象者》  期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有している方で、かつ投票日当日に 

投票できない事由がある方（「宣誓書」の提出が必要です）。 

《期日前投票の場所と期間》  

父 島：村  役  場 ６月１９日（金）～７月４日（土）  午前８時３０分～午後８時 

母 島：母 島 支 所 ６月１９日(金)〜７月３日(金) 午前８時３０分～午後６時 

 

 

【父島～母島間で、６月 １５日（月）以降 転居された方の投票について】 
 

<父島 → 母島へ転居された方> ： ７月５日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 

（７月３日(金)までに母島において、期日前投票を行うこともできます。） 

<母島 → 父島へ転居された方> ： ７月４日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 

（７月４日(土)までに父島において、期日前投票を行うこともできます。） 

 

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 

 
期 日 前 

投 票 場 所 

６月１９日（金） 

～７月３日（金） 

７月４日（土） 

（母島繰上投票日） 

父島 から 母島 へ 

 

転 居 さ れ た 方 

父島 村役場 

(８：３０～２０：００) 
○ 

○ 

母島 母島支所 

(８：３０～１８：００) × 

母島 から 父島 へ 

 

転 居 さ れ た 方 

父島 村役場 

(８：３０～２０：００) 
○ 

○ 

母島 母島支所 

(８：３０～１８：００) × 

 

【小笠原村以外（村外）の区市町村で不在者投票をされる方へ】 
 

◎ 早急に村役場総務課または母島支所へ“不在者投票”の投票用紙の請求（※）を行ってください。 

（所定の「請求書」に必要事項を記入して提出してください。）遅くとも６月２２日（月）の午前中まで。 

 

(※)内地から郵送で請求される場合、６月１９日（金）東京発のおがさわら丸に間に合うよう、 

余裕を持って請求してください。請求頂いた投票用紙は、希望する滞在先に郵送されます。 

請求時期が遅くなると、投票用紙が滞在先に届くのも遅くなり、投票できる期間が限られてしまい 

ますので、請求はお早めにお済ませください。 
 

 

◎ 投票用紙がお手元に到着したら、本人が速やかに滞在先の区市町村選挙管理委員会（指定病院に入院の方は

入院先の病院長等）に持参し、係員の指示に従って投票してください。 

  不在者投票は、６月１９日（金）から、行うことができます。 
 

◎ 投票終了後、投票用紙は不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村まで、直接送致されます。 

よって、投票は７月２日（木）東京発のおがさわら丸に郵送で間に合うよう余裕を持ってお済ませください。

この便より後では、投票用紙の到着が開票に間に合わず、投票が無効になりますのでご注意ください。 
 

 

  

●問合せ先  小笠原村選挙管理委員会事務局  ２－３１１１ 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
、
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
今
後
の
村

内
生
活
・
経
済
活
動
の
対
応
に
つ
い
て
 

（
１
）
 
基
本
的
な
考
え
方
 

政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
は
、
５
月

25日
に

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
警
戒
は
引
き
続
き
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
 

政
府
や
東
京
都
の
方
針
に
お
い
て
も
、
緊
急
事
態

宣
言
解
除
後
の
様
々
な
行
動
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
対
策
を
と
っ
た
う
え
で
段
階
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

本
村
で
は
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
様
々
な
感
染

症
防
止
策
を
講
じ
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
感
染
の
疑

い
が
あ
る
事
例
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し

た
と
き
に
村
で
取
り
得
る
医
療
面
で
の
対
策
は
、

徐
々
に
改
善
さ
れ
て
お
り
、
感
染
疑
い
に
つ
い
て
も

問
診
や
検
査
な
ど
で
総
合
的
に
判
断
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し

た
治
療
は
、
中
等
症
以
上
の
症
状
の
方
は
本
土
へ
の

急
患
搬
送
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
医
療
体
制

に
限
り
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
国
内
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
社
会
生
活
、
経
済
活
動
の
再
開
の
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
笠
原
村
で
は
慎
重
な
見

極
め
が
必
要
で
す
。
 

３
月
の
連
休
明
け
の
感
染
者
増
や
韓
国
で
の
集
団

感
染
の
再
発
生
を
見
て
も
、
手
放
し
で
、
制
限
の
な

い
村
民
生
活
の
再
開
や
小
笠
原
に
来
島
者
を
迎
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
や
都
に
お
い
て
も
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
や
治
療
法
の
確
立
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
克
服
に
は
時
間
が
か
か
る
と
考
え

て
お
り
、
少
な
く
と
も
今
後
一
年
程
度
は
水
際
対
策

や
個
別
の
感
染
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
、

そ
し
て
個
々
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

付
き
合
い
な
が
ら
の
対
応
す
る
こ
と
を
前
提
に
立
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
小
笠
原
村
で
は
、 「

国
内
の
感
染

リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
少
し
、
村
民
の
協
力
の
も
と
に

村
内
の
感
染
リ
ス
ク
を
さ
ら
に
減
ら
し
、
か
つ
一
方

で
日
々
刻
々
変
化
す
る
状
況
に
迅
速
に
対
応
す
る
姿

勢
を
持
ち
な
が
ら
、
段
階
的
に
小
笠
原
村
に
お
け
る

社
会
生
活
、
経
済
活
動
を
再
開
す
る
。」

こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
。
 

（
２
）
 
当
面
の
対
応
 

・
６
月
は
来
島
自
粛
、
上
京
自
粛
を
継
続
 

国
内
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
各
地
で
人

出
が
戻
り
始
め
た
り
、
閉
店
し
て
い
た
施
設
･店

舗

等
が
再
開
さ
れ
た
り
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
や
店
舗
な
ど
で
は
業
態
ご
と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
な
ど
感
染
対
策
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

た
だ
、
人
出
が
戻
る
結
果
と
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
の

第
２
波
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
し
っ
か
り
と
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
発
症
ま

で
の
期
間
が
２
週
間
以
内
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
小
笠
原
村
で
は
６
月
中
は
引
き
続
き
来
島

自
粛
、
上
京
自
粛
の
要
請
を
継
続
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
村
内
に
お
い
て
疑
い
患
者
も
発
生
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
と
、
い
わ
ゆ
る
３
つ

の
密
と
な
る
活
動
の
制
限
を
行
っ
た
上
で
、
村
施
設

の
利
用
制
限
を
一
部
解
除
し
ま
す
。
 

な
お
、
村
内
の
緩
和
措
置
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
国
内
や
村
内
で
の
感
染
者
の
発
生
状
況
等
に
よ
っ

て
は
即
座
に
緩
和
措
置
の
打
ち
切
り
や
休
業
要
請
を

打
ち
出
す
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。
 

・
７
月
以
降
に
つ
い
て
 

６
月
以
降
も
、
現
状
の
収
束
傾
向
が
さ
ら
に
進
ん

だ
場
合
は
、
４
０
０
人
前
後
を
上
限
と
し
た
来
島
者

の
受
け
入
れ
態
勢
を
構
築
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
国

内
お
よ
び
村
内
状
況
を
見
な
が
ら
徐
々
に
受
け
入
れ

上
限
を
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
れ
も
安
易
に
上
げ
て
い
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
笠
原
海
運
に
は
乗
船
券
販
売
の
制

限
、
船
室
の
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
村
内
に
あ
っ
て
は
、
宿
、
ガ
イ
ド
、
飲
食
店
、

商
店
、
各
種
観
光
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
徹
底
し
た
感

染
症
対
策
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
竹
芝
桟
橋
に
お
け
る
検
温
体
制
を
維
持
す

る
な
ど
の
水
際
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
来
島
者
に

も
強
く
感
染
症
対
策
を
求
め
、
村
民
の
皆
様
に
も
自

ら
の
感
染
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
来
島
者
受
け
入
れ
も
、
国
内
お
よ
び

村
内
の
状
況
に
よ
っ
て
は
直
ち
に
撤
回
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
ま
す
。
 

②
感
染
防
止
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
 

 
国
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
今
後
、
日
常
生
活
の
中
で
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
感
染
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
５
月

11日

発
行
の
村
民
だ
よ
り
臨
時
号
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

③
次
の
症
状
の
方
は
、
い
き
な
り
診
療
所
に
行
か

ず
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
外
出
を
控
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

受
診
相
談
窓
口
（
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２

―
２
９
５
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

○
少
な
く
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。（

こ
れ
ら
に
該
当

し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

 

☆
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠

感
）、
高
熱
等
の
強
い
症
状
が
あ
る
場
合
 

☆
重
症
化
し
や
す
い
方
（
※
）
で
、
発
熱
や
咳
な
ど

の
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
 

（
※
）
高
齢
者
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
）
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析

を
受
け
て
い
る
方
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を

用
い
て
い
る
方
 

☆
こ
れ
ら
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な
ど
比
較
的
軽
い

風
邪
の
症
状
が
続
く
場
合
（
症
状
が
４
日
以
上
続
く

場
合
は
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
症
状
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
強
い
症
状
と
思
う
場
合
に
は
す

ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
解
熱
剤
な
ど
を
飲
み
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
も
同
様
で
す
。）

 

妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
、
念
の
た
め
、
重
症
化
し

や
す
い
方
と
同
様
に
、
早
め
に
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
等
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
す
。
そ
れ
以
外
の

時
間
帯
は
、
都
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
３
―
５
３

２
０
―
４
５
９
２
）、

つ
な
が
ら
な
い
場
合
、
０
９

０
―
４
６
１
３
―
０
７
８
６
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

④
村
有
施
設
の
一
般
利
用
に
つ
い
て
 

 
６
月
１
日
か
ら
（
５
月
中
含
む
）、
次
の
施
設
の

一
般
利
用
を
再
開
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
利
用
方
法
や
利
用
時
間
、
利
用
で
き
る

活
動
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
に
あ
た

っ
て
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

＊
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
母
島
村
民
会
館
、
奥
村
・

扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
、
母
島
支

所
大
広
間
、
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
水
産
セ
ン
タ
ー
（
水
族
館
除
く
）、
農
業

セ
ン
タ
ー
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

＊
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
感
染
症
対
策
を
行

っ
た
う
え
で
段
階
的
に
緩
和
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
 

＊
変
更
情
報
は
、
掲
示
板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

＊
施
設
利
用
時
に
は
、
利
用
者
個
々
人
で
の
感
染
対

策
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

⑤
支
援
策
の
実
施
 

村
で
は
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
生
活
や
事
業
活

動
に
お
困
り
の
方
の
た
め
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 ２
―
３
１
１
１
 

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
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  ◎
離
職
を
さ
れ
た
方
へ
の
国
保
税
軽
減
（
倒
産
・
解

雇
や
雇
い
止
め
な
ど
）
 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
 

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に

お
い
て
、
 

○
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド
 

11、

12、

21、

22、

31、

32の
方
）
 

○
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が

23、

33、

34の
方
）
 

※
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
は
、

右
記
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
対
象
外
 

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
特
」、
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と

表
記
 

【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所
 

【
持
参
す
る
も
の
】「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
 

 ◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
国
保
税
の

減
免
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

事
業
収
入
・
給
与
収
入
等
の
収
入
が
前
年
よ
り
一
定

程
度
減
少
し
た
世
帯
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。
 

【
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
税
】
 

令
和
元
年
度
分
及
び
令
和
２
年
度
分
の
国
民

健
康
保
険
税
で
あ
っ
て
、
令
和
２
年
２
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
３
月

31日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が

設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
 
※
納
期
限
到
達
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
 

【
対
象
世
帯
①
】
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
又
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
世
帯
 

【
減
免
に
該
当
す
る
要
件
】
 

 
 
医
師
の
死
亡
診
断
書
も
し
く
は
診
断
書
に
よ
っ

て
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
 

【
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
額
】
対
象
保
険
税
の
全
額
 

【
必
要
書
類
】
 

○
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書
 

○
医
師
の
死
亡
診
断
書
（重

篤
の
場
合
は
、
重
篤
な

傷
病
を
負
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
診
断
書
） 

【
対
象
世
帯
②
】
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
・
不
動
産

収
入
・
山
林
収
入
・
給
与
収
入
(以
下
「
事
業
収

入
等
」
)の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
 

【
減
免
に
該
当
す
る
要
件
】
 

○
事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
・
山
林
収
入
・
給
与

収
入
の
い
ず
れ
か
の
収
入
が
、
収
入
の
種
類

ご
と
に
見
た
場
合
、
前
年
に
比
べ
て

10分
の

３
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
 

○
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
，
０
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
 

○
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
に

係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
 

【
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
額
】
 

 
 
表
１
の
「
減
免
対
象
の
保
険
税
額
」
に
表
２

の
「
減
額
割
合
(ｄ
)」

を
か
け
た
金
額
 

（（
Ａ
×
Ｂ
／
Ｃ
）
×
(

d)）
 

 

        

【
す
べ
て
の
申
請
で
必
要
な
書
類
】
 

○
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書
 

○
収
入
見
込
額
等
申
告
書
 

○
令
和
２
年
中
の
収
入
（
事
業
収
入
の
場
合
は
売

上
）
が
わ
か
る
資
料
 

※
自
身
で
用
意
す
る
の
が
難
し
い
場
合
は
収
入
見

込
額
内
訳
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
 

○
令
和
２
年
１
月
か
ら
直
近
ま
で
の
収
入
が
わ
か

る
書
類
(事

業
収
支
の
帳
簿
や
給
与
明
細
書

等
) 

○
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
書
の
控
え
（
給
与
収
 

入
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の
写
し
で
可
）
 

【
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
な
書
類
】
 

○
保
険
金
や
損
害
賠
償
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
べ

き
金
額
が
わ
か
る
書
類
（
保
険
契
約
書
等
）
 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
等

の
廃
止
や
失
業
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類

（
廃
業
等
届
出
書
、
事
業
主
の
証
明
等
）
 

【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所
 

※
申
請
書
類
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能
 

 ◎
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
等
 

 
平
成

30年
度
か
ら
５
年
間
か
け
て
保
険
税
率
を

改
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
村
民
だ
よ
り
７
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
、
感
染
防
止
に
留
意
し
つ
つ
、
簡
素
な
仕
組
み

で
迅
速
か
つ
的
確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
も
の
と

し
て
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
を
行
い
ま
す
。
 

〇
給
付
対
象
者
 

令
和
２
年
４
月

27日
時
点
に
お
い
て
、
小
笠
原

村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
 

〇
給
付
額
 

給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き

10万
円
 

〇
給
付
金
の
申
請
が
出
来
る
方
 

 
世
帯
の
世
帯
主
 

〇
申
請
手
続
き
 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
令
和
２
年
４
月

27日
）

に
お
い
て
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
で
す
。
 

小
笠
原
村
で
は
、
５
月
下
旬
頃
に
支
給
対
象
と
み

ら
れ
る
方
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
 

申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
次
の
書
類
を
準
備
の
う

え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
郵
送
し
て
下
さ
い
。
 

※
添
付
書
類
を
準
備
出
来
な
い
場
合
は
、
村
役
場
村

民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
に
申
請
書
等
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で

す
。
 

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》
 

・
特
別
定
額
給
付
金
申
請
書
 

・
世
帯
主
（
申
請
者
）
の
本
人
確
認
書
類
（
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
在
留

カ
ー
ド
等
）
の
コ
ピ
ー
 

・
世
帯
主
名
義
の
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
通
帳
か
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
 

〇
申
請
期
限
 

 
令
和
２
年
７
月

31日
（
金
）（
※
郵
送
申
請
の
場

合
は
消
印
有
効
）
で
す
。
 

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
特
別
定
額
給
付
金

の
受
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。
 

【
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
】
 

給
付
金
の
対
象
者
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
、
配
偶
者
と
生
計

を
別
に
し
て
い
る
方
及
び
そ
の
同
伴
者
で
あ
っ
て
、

基
準
日
に
お
い
て
現
在
の
居
住
地
に
住
民
登
録
が
な

い
方
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
そ
の
旨
を
申
し

出
た
場
合
に
は
、
居
住
地
で
給
付
金
支
給
の
申
請
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

小
笠
原
村
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

 

表１ 

減免対象の保険税額＝(Ａ)×(Ｂ)／(Ｃ) 

(Ａ)：世帯の被保険者全員について算定した 

保険税額 

(Ｂ)：世帯の主たる生計維持者の減少が見込まれる 

事業収入等に 

係る前年の所得額 

(Ｃ)：世帯の主たる生計維持者及び被保険者全員に

つき算定した前年の合計所得金額 

 

特
別
定
額
給
付
金
の
お
知
ら
せ

 

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
等
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪
失
や
売
り
上
げ
の
減
少
な

ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当
程
度
ま
で
下
が
っ
た
場
合

は
、
臨
時
特
例
措
置
と
し
て
本
人
申
告
の
所
得
見
込

額
を
用
い
た
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
免
除
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
対
象
者
と
な
る
方
 

令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業
務
が
失
わ
れ
た
等
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
、
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
状
況

か
ら
み
て
、
当
年
度
中
の
所
得
見
込
額
が
国
民
年
金

保
険
料
免
除
承
認
の
所
得
基
準
額
以
下
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
方
 

〇
申
請
の
対
象
と
な
る
期
間
 

令
和
２
年
２
月
分
か
ら
６
月
分
ま
で
 

※
令
和
２
年
７
月
分
以
降
は
、
改
め
て
７
月
以
降
に

申
請
が
必
要
で
す
。
 

〇
免
除
承
認
の
所
得
基
準
額
 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
免
除
区
分
に
つ
い
て
、
本
人
・
配
偶

者
（
別
世
帯
で
あ
る
場
合
を
含
む
）・
世
帯
主
（
納

付
猶
予
は
除
く
）
の
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
以
下
の
方
 

《
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
》（
扶
養
親
族
の
数
＋

１
）
×

35万
円
＋

22万
円
 

《
４
分
の
３
免
除
》

78万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
 

《
半
額
免
除
》
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
 

《
４
分
の
１
免
除
》
１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
 

〇
注
意
事
項
 

・
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
 

・
付
加
年
金
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
ご
利
用
で
き
な
る
く
な

り
ま
す
。
 

〇
申
請
方
法
 

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

書
」、「
所
得
の
申
立
書
」
を
村
民
課
住
民
係
、
母
島

支
所
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４
 

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

 
            https://www.nenkin.go.jp/ 

村
民
課
住
民
係
   ２

―
３
１
１
３
 

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
国

や
都
の
各
種
施
策
だ
け
で
な
く
村
独
自
の
感
染
予
防

対
策
や
生
活
支
援
対
策
な
ど
の
事
業
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
村
で
は
こ
れ
ら
の
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
の
寄
附
金
の
受
け
入
れ
を
始
め
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
志
し
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

【
寄
附
の
方
法
】
 

《
寄
附
専
用
口
座
へ
の
振
込
》
 

 
金
融
機
関
 
七
島
信
用
組
合
 

支
 店

 名
 
小
笠
原
支
店
 

店
 番

 号
 
０
０
８
 

口
座
番
号
 
０
０
２
４
５
１
５
 

口
 座

 名
  小

笠
原
村
コ
ロ
ナ
対
策
寄
附
金
 

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
振
込
》
 

①
 
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
小
笠
原
村
ペ
ー
ジ
に
あ

る
「『

お
礼
の
品
』
不
要
の
寄
附
を
す
る
」
ペ
ー
ジ

へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

②
 
寄
附
金
額
は
２
千
円
以
上
の
任
意
の
金
額
を
ご

入
力
く
だ
さ
い
。
 

③
 
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
寄
附
金
の
使
い
道
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
を
お
選
び
い
た
だ

き
、
寄
附
の
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
受
付
期
間
】
６
月
１
日
（
月
）
 

～

10月

30日
（
金
）
 

【
そ
の
他
】
返
礼
品
は
贈
呈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

○
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
受
領
証
明
書
を
発
行

い
た
し
ま
す
。
寄
附
専
用
口
座
へ
の
振
込
に
よ
り
寄

附
を
さ
れ
た
方
は
住
所
、
氏
名
等
の
確
認
が
必
要
な

た
め
、
財
政
課
財
政
係
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
に
よ
る
寄
附
の
方
法
 

【
ス
マ
ホ
画
面
】
 

        【
パ
ソ
コ
ン
画
面
】
 

                     ●
問
合
せ
先
 
 
財
政
課
財
政
係
 
２
―
３
１
１
２
 

  

  

情
報
セ
ン
タ
ー
非
常
用
発
電
機
設
備
の
修
理
作
業

に
伴
い
、
次
の
日
時
、
テ
レ
ビ
放
送
を
中
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
父
島
】
６
月

24日
（
水
）
午
前
０
時
～
２
時
 

※
豪
雨
(雷
雨
)の
場
合
、
６
月

25日
（
木
）
午
前

０
時
～
２
時
に
延
期
い
た
し
ま
す
。
 

※
進
捗
状
況
で
作
業
が
早
く
終
了
す
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
 ２
―
３
１
１
１
 

   

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
に
つ
き
ま
し

て
、
次
の
方
々
は
、
減
額
・
免
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
 

【
利
用
料
減
額
・
免
除
対
象
者
】
 

（
１
）
生
活
保
護
法
(昭

和

25年
法
律
第
１
４
４

号
)の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者
 

（
２
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満

65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合
 

（
３
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法

(昭
和

24年
法
律
第
２
８
３
号
)に

基
づ
く
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
愛
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者
が
世

帯
主
の
場
合
 

減
額
・
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
総
務
課
窓
口
又
は
母
島
支
所
窓

口
に
て
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
 ２
―
３
１
１
１
 

       テ
レ
ビ
放
送
の
中
断
に
つ
い
て

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
・
免
除

 

に
つ
い
て

 

国
民
年
金
臨
時
特
例
措
置
免
除
の
お
知
ら
せ

 

ここからスタート 

ここからスタート 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
 

寄
附
金
の
募
集
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小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
 

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
６
月

17日
（
水
）
午
前

10時
こ
ろ
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

  【
実
施
日
程
】
６
月

12日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

    
小
笠
原
村
で
は
、
硫
黄
島
旧
島
民
の
就
農
並
び
に

農
業
者
の
経
営
規
模
の
拡
大
及
び
農
地
の
安
定
確
保

を
支
援
し
、
硫
黄
島
旧
島
民
定
住
促
進
と
一
般
農
業

振
興
を
図
る
た
め
、
平
成

30年

10月
か
ら
蝙
蝠
谷

農
業
団
地
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
次
の
と

お
り
第
三
期
就
農
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

【
応
募
資
格
】
次
の
①
～
②
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
 

①
 
硫
黄
島
旧
島
民
で
、
就
農
意
欲
が
あ
り
、
就
農

を
許
可
し
た
日
以
降
に
母
島
に
在
住
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
 

②
 
硫
黄
島
旧
島
民
以
外
の
場
合
は
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
こ
と
  

（
１
）
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
 

（
２
）
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
に
母
島
に
居
住

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 

（
３
）
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農

業
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
実
績
が
あ
る
こ
と
又

は
農
作
業
従
事
者
と
し
て
３
年
以
上
の
実
績
が
あ
る

こ
と
 

（
４
）
農
地
の
安
定
確
保
又
は
規
模
拡
大
を
望
ん
で

お
り
、
意
欲
的
に
就
農
で
き
る
こ
と
 

※
（
３
）
の
農
業
経
営
主
の
実
績
及
び
農
作
業
従
事

者
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
募
集
人
数
】
２
名
 

【
区
画
条
件
】
 

             【
使
用
期
間
】
最
長
で

10年
間
 

【
応
募
期
間
】
６
月

30日
（
火
）
ま
で
 

【
応
募
方
法
】
応
募
資
格
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
 
  ２
―
３
１
１
４
 

  

  

個
人
村
民
税
・
都
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
制
度
で
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
納
付
時
期
の
所
得
状
況
な
ど
に
関

わ
ら
ず
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
 

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
村
民
税
・
都
民
税

の
納
付
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

各
納
期
限
ま
で
の
申
請
に
よ
り
、
減
免
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
適
用
に
は
収
入
・
資
産
状
況
等
の
審
査
が

あ
り
、
申
請
に
よ
っ
て
必
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
適
用
要
件
や
必
要
書
類
等
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

   
６
月
は
、
個
人
住
民
税
(村

･都
民
税
)(第

１

期
)、

国
民
健
康
保
険
税
(第

１
期
)お

よ
び
介
護
保

険
料
(第

１
期
)の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
６
月

30日

(火
)と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 財

政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

   

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
（
キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

各
社
純
正
品
の
み
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
回
収
箱
設
置
場
所
】
 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関
 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

○
村
役
場
ホ
ー
ル
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
小
学
校
 
２
―
２
０
１
２
 

 
 
 
 
 
 
 
小
笠
原
中
学
校
 
２
―
２
５
０
２
 

   
令
和
三
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
御
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

【
展
示
期
間
】
６
月
４
日
（
木
）
～

26日
（
金
）
 

※
父
島
・
母
島
と
も
に
土
日
を
除
く
 

【
展
示
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
ま
で
 

※
母
島
は
正
午
～
午
後
１
時

30分
ま
で
を
除
く
 

【
展
示
場
所
】
 

父
島
…
村
役
場
ホ
ー
ル
 
母
島
…
母
島
支
所
ホ
ー
ル
 

●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７
 

  

一
学
期
の
学
校
公
開
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参

観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
中
止
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 【
期
間
】
６
月

22日
（
月
）
～

26日
（
金
）、

 

【
時
間
】
午
前
８
時
（
朝
読
書
）
 

 
 
 
～
午
後
６
時

30分
（
部
活
動
終
了
）
 

※
授
業
は
、
午
前
８
時

20分
～
午
後
０
時

10分
、
 

午
後
１
時

30分
～
午
後
３
時

20分
で
す
。
 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
検

温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
中
学
校
  

２
―
２
５
０
２
 

  

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

蝙
蝠
谷
農
業
団
地
第
三
期
就
農
者
の
募
集
に

つ
い
て

 

個
人
村
民
税
・
都
民
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

 

ベ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び
使
用
済
み

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収

 

中
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会

 

小
笠
原
中
学
校
 
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

 
使用料年額 

相当額（円） 

面積 

（㎡） 

区

画 

15,311 1,501.157 9 

14,525 1,424.102 10 
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
軽
量
で
形
成
し
や
す
く
非
常

に
便
利
な
素
材
で
あ
る
た
め
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
毎
年

膨
大
な
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
消
費
さ
れ
て
い
る
た

め
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
、
地
球
温
暖
化
へ

の
影
響
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
７
月
１
日
よ
り
、

全
国
で
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
レ
ジ
袋
の
過
剰
な
使
用
を
抑
制
し
、
消

費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

村
内
に
お
い
て
は
既
に
多
く
の
商
店
が
取
り
組
み

を
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
買
い
物
さ
れ
る
こ
と
が
定

着
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、
全
国
一
斉
に
レ

ジ
袋
の
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
改
め
て
ご

案
内
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
当
村
の
ご
み
減
量

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
の
有
料
化
に
関
す
る
相

談
窓
口
 

事
業
者
向
け
：
０
５
７
０
―
０
０
０
９
３
０
 

消
費
者
向
け
：
０
５
７
０
―
０
８
０
１
８
０
 

●
問
合
せ
先
 環
境
課
生
活
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

  

集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 
 

こ
の
対
策
事
業
の
中
で
シ
ロ
ア
リ
の
相
談
や
家
屋

の
点
検
、
敷
地
内
の
駆
除
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。（

今
回
は
村
内
事
業
者
で
実
施
）
 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
際
は
事
前
に
申
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
左
記
の
問
合
せ
先
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

ま
た
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻

処
理
や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専

門
業
者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
（
月
）
～

19日
(金
) 

【
日
程
】
 

《
母
島
》
６
月

17日
（
水
）
～

25日
（
木
）
 

《
父
島
》
６
月
８
日
（
月
）
～

16日
（
火
）
 

 
 
 
 
６
月

25日
（
木
）
～

29日
（
月
）
 

●
問
合
せ
先
 環
境
課
生
活
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

 
 
 
 
 
 母

島
支
所
庶
務
係
   ３

―
２
１
１
１
 

   
た
ま
り
水
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
ー
ズ
ン
前
の
６
月
を
「
蚊

の
発
生
防
止
強
化
月
間
」
と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
 

平
成

26年
夏
に
約

70年
ぶ
り
に
国
内
発
生
し
た

デ
ン
グ
熱
や
、
平
成

28年
に
中
南
米
で
流
行
し
た

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
、
蚊
が
媒
介
す
る
感
染

症
が
世
界
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

皆
さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

〇
蚊
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
 

【
幼
虫
対
策
】
 

・
不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
 

例
：
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
 

【
成
虫
対
策
】
 

・
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を
し
て
風
通

し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
 

・
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
シ
ャ
ツ
・
長
ズ
ボ
ン
の

着
用
や
必
要
に
応
じ
て
忌
避
剤
（
虫
避
け
剤
）
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
 

●
問
合
せ
先
 環
境
課
生
活
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

 
 
 
 
 
 母

島
支
所
庶
務
係
   ３

―
２
１
１
１
 

  

      【
試
験
日
時
】
６
月

28日
（
日
）
 

午
前
８
時

30分
 
受
付
 

 
 
 
 
 
 
午
前
９
時
 
開
始
 

【
申
込
締
切
】
６
月

26日
（
金
）
 

午
後
５
時

15分
ま
で
 

※
申
込
書
は
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま

す
。
 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
 

《
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》
 

 
実
技
講
習
を
７
月

24日
（
日
）
に
警
察
署
敷
地

内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走
行
訓
練
を

実
施
予
定
 

 
午
前
８
時

30分
受
付
、
午
前
９
時
開
始
予
定
 

●
問
合
せ
先
 
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係
 
 

２
―
２
１
１
０
 

    
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
（
平
成

18年
条
例
第
９
号
）
は
、
島
し
ょ
９
町

村
の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
１
回
の
情
報
公
開

実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
平
成

31年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
、
次
の

と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 

平
成

31年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

情
報
公
開
実
施
状
況
 

開
示
請
求
件
数
：
２
件
 

開
示
決
定
件
数
：
２
件
（
一
部
開
示
決
定
を
含

む
。）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上
 

●
問
合
せ
先
 
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総

務
課
 
 
 
 
 
 
０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１
 

  【
日
時
】
６
月

16日
（
火
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
村
役
場
母
島
支
所
 
大
広
間
                         

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２
―
２
１
０
２
 

    

令
和
２
年
度
第
１
号
保
健
所
だ
よ
り
で
、
７
月
に

実
施
予
定
と
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
秋
頃
に

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
実
施
す
る
目
途
が
立

ち
ま
し
た
ら
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 

 ２
―
２
９
５
１
 

  

例
年
６
月
（
母
島
）、
７
月
（
父
島
）
に
開
催
し

て
い
た
、
食
品
関
係
営
業
者
を
対
象
と
し
た
衛
生
講

習
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
秋
頃
に
延
期
し
ま
す
。
開
催
の
目
途

が
立
ち
ま
し
た
ら
、
対
象
者
の
皆
様
に
改
め
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ふ
き
取
り
検
査
に
つ
い
て
は
、

延
期
も
し
く
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
夏
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
引
き
続
き
食
中
毒
予
防
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 

 ２
―
２
９
５
１
 

  

レ
ジ
袋
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
（
第
１
回
）

 

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間

 

原
付
免
許
学
科
試
験
 

平
成

31年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務

組
合
情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表
 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談
の

延
期
に
つ
い
て
 

食
品
衛
生
講
習
会
の
延
期
に
つ
い
て
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
６
月

26日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
６
月
の
法
律
相
談

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
弁
護
士
会
が
運
営
し
て

い
る
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

〇
弁
護
士
会
 
電
話
無
料
相
談
 

【
電
話
番
号
】
０
５
７
０
―
２
０
０
―
０
５
０
 

【
受
付
時
間
】
午
前

10時
～
午
後
４
時
（
祝
祭
日

を
除
く
月
～
金
）
相
談
は

15分
程
度
で
す
。
 

〇
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
（
事
前
予
約

制
）
 

①
 
霞
が
関
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

【
電
話
番
号
】
０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１
 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時

30分
～
午
後
４
時

30分

（
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
）
 

【
相
談
分
野
】
一
般
相
談
 

②
 
蒲
田
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

【
電
話
番
号
】
０
３
―
５
７
１
４
―
０
０
８
１
 

【
受
付
時
間
】
月
・
火
・
日
 

 
午
前
９
時

30分
～
午
後
４
時

30分
 

 
 
 
 
 
 
水
・
木
・
金
 

 
午
後
０
時

30分
～
午
後
７
時

30分
 

【
相
談
分
野
】
一
般
・
債
務
整
理
・
労
働
・
生
活
保

護
・
外
国
人
相
談
 

※
曜
日
・
時
間
帯
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
法
律
相

談
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
 

詳
細
は
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

https://www.horitsu-sodan.jp/news/ 

●
問
合
せ
先
 第

一
東
京
弁
護
士
会
 
法
律
相
談
課
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５
 

      

６
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】《

日
時
》
６
月
４
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】《

日
時
》
６
月
４
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３
―
２
１
１
１
 

   
保
育
園
年
長
、
小
学
４
年
生
、
小
学
６
年
生
の
方

を
対
象
に
、
定
期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
 

【
接
種
種
類
】
保
育
園
年
長
 
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
 

小
学
４
年
生
:日

本
脳
炎
２
期
 

小
学
６
年
生
:２
種
 

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合
 

【
実
施
場
所
】《
父
島
》
 
小
笠
原
村
診
療
所
 

 
 
 
 
 
 《
母
島
》
 
母
島
診
療
所
 

【
実
施
日
】
 

《
父
島
》
保
育
園
年
長
：
６
月

11日
（
木
）
 

※
小
学
４
年
生
は
７
月
に
ご
案
内
予
定
で
す
 

小
学
６
年
生
：
６
月

18日
（
木
）
 

《
母
島
》
小
学
４
年
生
：
６
月
４
日
（
木
）
 

小
学
６
年
生
：
６
月
４
日
（
木
）
 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３
―
２
１
１
１
 

    
現
在
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
薬
品
会

社
に
在
庫
が
な
く
入
手
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
届
き
次

第
、
個
別
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３
―
２
１
１
１
 

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳

の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
日
時
：
６
月

12日
（
金
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

＊
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
）
 

 
ま
た
、
父
島
の
２
歳
６
か
月
歯
科
健
診
は
、
別
日

に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
 

【
母
島
】
日
時
：
６
月

16日
（
火
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３
―
２
１
１
１
 

  

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
０
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者
 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
 

【
日
時
】
０
歳
ク
ラ
ス
：
６
月

22日
（
月
）
 

９
時

30分
～

10時

30分
 

１
～
３
歳
ク
ラ
ス
：
６
月

22日
（
月
）
 

10時

45分

11時

45分
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
予
約
・
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 

 
 ２
―
３
９
３
９
 

 

 

栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん
の
食
に
関
す
る
ご
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。
 

事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら

12か
月
の
お

子
様
と
保
護
者
 

【
日
時
】
６
月

24日
（
水
）
 

午
前

10時
～

11時

30分
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
母
子
手
帳
 

●
予
約
・
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 

 
 ２
―
３
９
３
９
 

 ＊
育
児
学
級
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
為
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
や
離
乳
食
の
調
理
実
習
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談
 

定
期
予
防
接
種
①

 

定
期
予
防
接
種
②

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
重
要
な

お
知
ら
せ

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）（

父
島
）

 

育
児
学
級
（
離
乳
食
の
会
）（

父
島
）
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      【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
６
月

23日
（
火
）
～

26日
（
金
）
 

午
前
・
午
後
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
６
月

21日
（
日
）
午
前
・
午
後
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

※
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
の
午

後
１
時

30分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

                  

  

６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
の
夏
期
父
島
折
り
返
し
運
航
の
中

止
 昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、
お
が
さ
わ
ら
丸
は
夏
期
（
７
月

15日
～
８
月

23日
）
の
父
島
折
り
返
し
運
航
を
中

止
し
、
父
島
３
泊
ダ
イ
ヤ
で
運
航
い
た
し
ま
す
。
                                        

ま
た
、
こ
の
期
間
、
特
２
等
、
２
等
寝
台
、
２
等

和
室
の
席
数
制
限
を
行
い
ま
す
。
 

           

     

    

  

●
問
合
せ
先
 
 
 
０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１
 

◎
八
丈
島
寄
港
便
の
寄
港
中
止
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
６
月

25日
東
京
竹
芝
発
～

29日
父
島
発
で
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
八
丈
島
寄
港
を
往
復
と
も
中
止

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
お
が
さ
わ
ら
丸
は
次

の
と
お
り
運
航
時
刻
を
変
更
い
た
し
ま
す
。
 

変
更
前
：
東
京
発

25日
 午

前

10時
～
 

父
島
着

26日
 午

前
10時

40分
 

 
 
 
 
父
島
発

29日
 午

後
３
時
～
 
 

東
京
着

30日
 午

後
３
時

40分
 
 
 

変
更
後
：
東
京
発

25日
 午

前

11時
～
 
 

父
島
着

26日
 午

前

11時
 

 
 
 
 
父
島
発

29日
 午

後
３
時
～
 
 

東
京
着

30日
 午

後
３
時
 

ご
利
用
の
方
は
お
乗
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

◎
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
の
催
行
中
止
 

７
月
３
日
～
４
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
硫
黄

島
３
島
ク
ル
ー
ズ
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
 

ご
参
加
を
検
討
さ
れ
て
い
た
方
に
は
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
父
島
営
業
所
 
 
 
２
―
２
１
１
１
 

     

毎
年
７
月
に
行
っ
て
い
る
貞
頼
杯
・
人
力
発
見
海

洋
レ
ー
ス
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ

ま
、
お
よ
び
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

み
な
さ
ま
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ま
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
い
た
し
ま
し
た

結
果
、
本
年
度
の
レ
ー
ス
大
会
お
よ
び
キ
ッ
ズ
カ
ヌ

ー
練
習
会
は
無
期
限
の
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

次
回
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要
会
の
ブ
ロ

グ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 要
会
ブ
ロ
グ
 
https://kanamekai.club/ 

要
会
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
 

https://www.facebook.com/kanamekai.bonin

/ ●問
合
せ
先
 
要
会
・
代
表
 
伊
関
毅
（
い
せ
き
つ

よ
し
）
 
 
 
 
０
９
０
―
７
２
２
２
―
０
４
３
６
 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,769 等級 大人 小人

48,760 41,720 24,380 (-159) 4,250 2,130

(-740) (-630) (-370) 14,680 (+300) (+150)

35,220 28,180 17,610 (-148) 5,100 2,550

(-530) (-420) (-270) 13,504 (+360) (+180)

26,530 21,230 13,270 (-136) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-400) (-320) (-200) 1,580

23,290 18,640 11,650 (-16)

(-350) (-280) (-170) 1,176 8,828

等級 村民 村民小人 身障者 (-12) (+380)

39,960 19,980 24,380 8,276

(-610) (-310) (-370) (+356)

26,420 13,210 17,610 7,725

(-400) (-200) (-270) (+333)

19,900 9,950 13,270 884

(-300) (-150) (-200) (+38)

17,470 8,740 11,650 667

(-260) (-130) (-170) (+29)

6月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

２
０
２
０
貞
頼
杯
・
人
力
発
見
海
洋
レ

ー
ス
大
会
お
よ
び
キ
ッ
ズ
カ
ヌ
ー
無

期
限
延
期
の
お
知
ら
せ
 

15 ㈬ 16 ㈭ 17 ㈮ 18 ㈯ 19 ㈰ 20 ㈪

21 ㈫ 22 ㈬ 23 ㈭ 24 ㈮ 25 ㈯ 26 ㈰

28 ㈫ 29 ㈬ 30 ㈭ 31 ㈮ 8/1 ㈯ 8/2 ㈰

4 ㈫ 5 ㈬ 6 ㈭ 7 ㈮ 8 ㈯ 9 ㈰

11 ㈫ 12 ㈬ 13 ㈭ 14 ㈮ 15 ㈯ 16 ㈰

18 ㈫ 19 ㈬ 20 ㈭ 21 ㈮ 22 ㈯ 23 ㈰

 ※父島発15:00、東京着15:00に運航時刻を変更します

変 更 後 ダ イ ヤ

東京発 父島着 父島泊 父島泊 父島発 東京着

11:00 11:00 - - 15:00※ 15:00※

       ○ 8/21 ㈮ 東京発、8/22 ㈯ 父島発は運休
３泊

8月

父島泊数

       ○ 7/18 ㈯ 東京発、7/19 ㈰ 父島発は運休

       ○ 7/24 ㈮ 東京発、7/25 ㈯ 父島発は運休

       ○ 7/31 ㈮ 東京発、8/1 ㈯ 父島発は運休

       ○ 8/7 ㈮東京発、8/8 ㈯父島発は運休

       ○ 8/14 ㈮ 東京発、8/15 ㈯ 父島発は運休

7月

３泊

３泊

３泊

３泊

３泊
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父
島
上
級
救
命
講
習
会
（
新
規
講
習
・
再
講
習
）

を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
以
上
の
小
笠

原
村
民
の
方
が
受
講
で
き
ま
す
。
受
講
修
了
者
に
は

「
上
級
救
命
技
能
認
定
証
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
業
務
従
事

者
）」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

本
事
業
は
小
笠
原
村
よ
り
委
託
を
受
け
、
離
島
に

お
け
る
自
主
救
護
体
制
及
び
自
己
対
応
能
力
の
強
化

を
目
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
と

っ
た
上
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

《
新
規
講
習
》（

①
～
④
を
お
選
び
く
だ
さ
い
）
 

【
対
象
】
初
め
て
受
講
す
る
方
。
平
成

29年
度
に

実
施
さ
れ
た
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い
方
。
 

【
日
程
】（
二
日
間
日
中
コ
ー
ス
・
７
時
間
）
 

①
７
月
３
日
（
金
）
午
後
２
時
～
５
時
 

７
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
～
５
時
 

●
定
員

10名
 

（
二
日
間
夜
間
コ
ー
ス
・
７
時
間
）
 

②
７
月
３
日
（
金
）
午
後
６
時

30分
～

10時
 

 
７
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時

30分
～

10時
 

●
定
員

10名
 

（
一
日
コ
ー
ス
・
７
時
間
）
 

③
７
月
４
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

●
定
員

20名
・
昼
休
憩
（
１
時
間
）
あ
り
 

④
７
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

●
定
員

20名
・
昼
休
憩
（
１
時
間
）
あ
り
 

【
参
加
費
】
２
，
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
及
び
教

材
）
 

《
再
講
習
》（
⑤
～
⑩
を
お
選
び
く
だ
さ
い
）
 

【
対
象
】
平
成

29年
度
に
実
施
さ
れ
た
講
習
会
を

受
講
し
た
方
。
ま
た
は
、
前
回
の
受
講
日
か
ら
３
年

以
内
の
方
。
 

【
日
程
】（

３
時
間
）
 

⑤
７
月
３
日
（
金
）
午
後
２
時
～
５
時
 

●
定
員

20名
 

⑥
７
月
３
日
（
金
）
午
後
６
時

30分
 

～
９
時

30分
 

●
定
員

10名
 

⑦
７
月
４
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午
 

●
定
員

20名
 

⑧
７
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時

30分
 

～
９
時

30分
 

●
定
員

20名
 

⑨
７
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午
 

●
定
員

10名
 

⑩
７
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
～
５
時
 

●
定
員

10名
 

【
参
加
費
】
１
，
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
及
び
教

材
）
 

《
共
通
事
項
》
 

【
場
所
】
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

※
都
合
に
よ
り
会
場
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
 

【
内
容
】
救
命
手
当
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
）、

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
等
 

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
（
月
）
～

19日
（
金
）
 

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
日
程
に
添
え

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。
 

【
申
込
受
付
先
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付
 

●
月
曜
：
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時

30分
～
午
後

５
時
 

●
火
曜
～
土
曜
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時
ま
で
 

●
日
曜
・
祝
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

●
電
話
：
２
―
２
９
１
１
 

※
受
付
の
際
に
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
講
習
番
号

（
①
～
⑩
）
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 

担
当
：
川
本
・
橋
本
 
 
 
 
 
 
２
―
２
４
８
６
 

      《
兄
島
の
自
然
環
境
》
 

兄
島
は
父
島
の
北
側
わ
ず
か
数
百
ｍ
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
無
人
島
で
す
。
 

父
島
か
ら
は
宮
之
浜
や
電
信
山
線
の
遊
歩
道
沿
い

な
ど
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
小
笠

原
で
も
最
大
規
模
の
乾
性
低
木
林
が
広
が
り
、
父
島

で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
固
有
の
カ
タ
ツ

ム
リ
や
昆
虫
類
が
生
息
し
て
お
り
、
世
界
自
然
遺
産

の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
た
貴
重
な
生
態
系
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

実
際
に
兄
島
で
は
落
葉
の
下
や
樹
上
の
葉
の
隙

間
、
一
見
す
る
と
い
な
さ
そ
う
に
思
え
る
裸
地
の
石

の
下
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が

観
察
さ
れ
、
生
物
の
多
様
な
環
境
へ
の
適
応
進
化
を

実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
林
内
に
は
沢

が
流
れ
て
お
り
、
固
有
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ニ
ナ
や

ヌ
マ
エ
ビ
類
、
ト
ン
ボ
類
と
い
っ
た
生
活
史
の
全
て

ま
た
は
一
部
を
水
域
で
生
息
す
る
生
物
を
支
え
て
い

ま
す
。
 

《
兄
島
に
お
け
る
課
題
と
対
策
》
 

前
述
し
た
貴
重
な
生
態
系
が
あ
る
一
方
で
、
昆
虫

類
を
襲
う
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
生
息
域
拡
大
、
外

来
植
物
に
よ
る
在
来
植
物
へ
の
影
響
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ

に
よ
る
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
へ
の
食
害
と
い
っ
た
課

題
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
関
係
行
政
機

関
・
団
体
が
連
携
し
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
侵
入

防
止
柵
の
設
置
、
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
捕
獲
、
モ
ク
マ

オ
ウ
や
ラ
ン
タ
ナ
な
ど
の
外
来
植
物
の
駆
除
と
い
っ

た
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
殺
鼠
剤
や

カ
ゴ
罠
を
用
い
て
、
継
続
し
た
ク
マ
ネ
ズ
ミ
へ
の
対

策
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
根
絶
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
 

一
方
で
、
兄
島
に
お
い
て
は
ノ
ヤ
ギ
の
根
絶
に
よ

っ
て
一
部
の
在
来
植
物
が
回
復
す
る
と
い
っ
た
改
善

さ
れ
て
き
た
自
然
環
境
も
あ
り
ま
す
。
 

《
小
笠
原
村
の
取
組
》
 

 
小
笠
原
村
で
は
無
人
島
で
あ
る
兄
島
の
貴
重
な
自

然
環
境
と
重
大
な
課
題
、
そ
れ
ら
へ
の
対
策
の
状
況

を
村
民
の
み
な
さ
ま
と
共
有
し
、
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
兄
島
視
察
会
」
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
も
視
察
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日

程
な
ど
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
 

              ●
問
合
せ
先
 環
境
課
自
然
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

      

５
月

30日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら
６
月
８
日

（
世
界
海
洋
デ
ー
）
前
後
ま
で
を
、
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ

ィ
ー
ク
と
定
め
、
毎
年
、
日
本
全
国
で
海
洋
ご
み
削

減
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
ご
み
ゼ

ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
各
ビ
ー
チ
に

海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
し
つ
つ
、
ご
家
族

な
ど
で
ビ
ー
チ
に
お
出
か
け
の
際
は
、
海
ご
み
の
回

収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
実
施
期
間
】
５
月

30日
（
土
）
 

～
６
月
８
日
（
月
）
ま
で
 

【
場
所
】
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
製
氷
海
岸
、
扇
浦
 

【
共
催
】
環
境
省
、
海
上
保
安
庁
、
小
笠
原
村
 

【
協
力
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
 

公
益
財
団
法
人
東
京
公
園
協
会
 

世
界
自
然
遺
産
を
支
え
る
 

兄
島
の
自
然

 

小
笠
原
 
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
 

（
海
岸
清
掃
）

 

兄島で観察されたハナダカトンボ 

父
島
上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集
 



  NO．715   令和 2（2020）年 6 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

【
そ
の
他
】・
詳
細
は
島
内
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
 

・
集
積
し
た
海
ご
み
は
回
収
し
て
分
別
し
ま
す
。
回

収
量
や
ゴ
ミ
の
種
類
な
ど
の
結
果
は
、
村
民
だ
よ
り

で
ご
報
告
し
ま
す
。
 

・
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
は
、
こ
ち
ら
の
ア

ド
レ
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

（
https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/）

 

          ●
問
合
せ
先
 環
境
課
自
然
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２
―
７
１
７
４
 

   

先
般
の
緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
末
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
会
場

で
行
っ
て
い
た
利
用
講
習
を
、
講
習
資
料
等
を
配
付

し
各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
へ
と
一
時
的
に

変
更
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
っ
て

講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
+林

生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場

合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
利
用
講
習
会
を
前
段
の
と
お
り
講
習
資
料
等

配
付
へ
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
講
習
資

料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習
申
込
み
締
切
日

ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
入
林
許
可
書
及
び
年
間
パ
ス
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
い
た
だ
い

て
か
ら
交
付
と
な
り
ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調

査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

※
今
後
の
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と

し
ま
す
。
 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み
 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付
 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送
 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。
 

◎
父
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】
６
月

22日
（
月
）
 

◎
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】
６
月

22日
（
月
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２
―
３
４
０
３
 

     

    

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
左
記
の
日
程
に

お
い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全

確
保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を

通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止

め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
事
業
説
明
会
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん

が
、
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時
 

※
入
港
中
は
正
午
ま
で
 

【
作
業
区
域
】
鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に
小
港
ま
で
の
沿

岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

６
月
６
日
（
土
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

６
月
７
日
（
日
）
 

 
②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

６
月
８
日
（
月
) 

 
①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

６
月

13日
（
土
) 

 
②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

６
月

14日
（
日
）
 
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

６
月

19日
（
金
）
 
 

 
①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

６
月

20日
（
土
）
 
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

６
月

25日
（
木
) 

 
②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

６
月

26日
（
金
）
 
 

 
①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

          ●
問
合
せ
先
 

支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 
 
２
―
２
１
６
７
 

  

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
休
館
中
で

す
。
開
館
情
報
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
・
ポ
ス
タ
ー
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
開
館
し
た
場
合
の
入
館
に
は
マ
ス
ク
着
用

と
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
必
須
と
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

６
月
の
開
館
日
：
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

※
あ
く
ま
で
開
館
し
た
場
合
の
開
館
日
・
開
館
時
間

で
す
。
 

【
特
別
展
】
 

■
新
館
：「

小
笠
原
地
名
展
２
０
２
０
～
島
を
巡
っ

て
由
来
を
知
ろ
う
」
 

ボ
ニ
ン
・
小
笠
原
・
父
島
・
母
島
…
小
笠
原
の
地

名
は
、
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
、
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
写
真
な
ど
を
ま
じ
え
て
展

示
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
排

除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行

止
め
に
つ
い
て
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
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 「
２
０
１
９
／
２
０
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を

振
り
返
っ
て
」
 

６
月
に
入
り
、
季
節
は
夏
に
移
り
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
冬
か
ら
春
に
小
笠
原
に
来
遊
す
る
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
た
ち
も
、
今
度
は
エ
サ
が
豊
富
な
北
の
冷

た
い
海
を
目
指
し
て
、
太
平
洋
を
ど
ん
ど
ん
北
上
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
月
の
村
民
だ
よ
り
で

は
、
そ
ん
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
２
０
１
９
／
２
０
シ

ー
ズ
ン
の
小
笠
原
へ
の
来
遊
結
果
を
振
り
返
っ
て
い

き
ま
す
。
 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
把

握
す
る
た
め
に
、
毎
年

12月
か
ら
翌
年
５
月
に
か

け
て
、
毎
朝
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら

30分
間
の
目
視
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
グ

ラ
フ
は
、
半
月
毎
に

30分
間
の
平
均
発
見
数
を
ま

と
め
た
結
果
に
な
り
ま
す
。
 

               

12月
か
ら
１
月
後
半
ま
で
は
昨
シ
ー
ズ
ン
と
似

た
傾
向
で
発
見
数
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
２

月
前
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
際
に
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン

を
平
均
で
約
４
頭
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
２
月

15日
に
は
、
一
日
の
発
見
数
が
過
去
最

大
の

34頭
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
昨
シ

ー
ズ
ン
以
上
の
値
で
推
移
し
、
３
月
後
半
に
な
っ
て

も
、
一
日
平
均

15頭
以
上
の
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
４
月
に
入
る
と
一
気
に
減
少

し
、
４
月
後
半
に
は
昨
シ
ー
ズ
ン
を
下
回
る
ほ
ど
に

な
り
、
４
月
末
か
ら
は
発
見
ゼ
ロ
の
日
も
続
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
印
象
と
し
て
は
、

２
月
中
旬
に
一
日
の
発
見
数
が
過
去
最
大
を
記
録
し

た
こ
と
か
ら
も
、
ピ
ー
ク
時
の
ク
ジ
ラ
の
密
度
が
例

年
以
上
に
高
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
個
体
数
の
増
加
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
 

 
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム

や
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
海
へ
遊

び
に
出
か
け
ら
れ
る
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
自
主
ル

ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
   

 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

228 

―
現
場
検
証
？
―
 

５
月
に
入
り
、
カ
メ
た
ち
の
繁
殖
活
動
も
本
格
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
が
調
査
対
象
と
し
て
い
る

父
島
の
海
岸
の
殆
ど
で
産
卵
巣
が
確
認
さ
れ
、
滝
之

浦
を
は
じ
め
と
し
た
兄
島
周
辺
の
海
岸
で
も
産
卵
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
は
、
海
岸
で
私
た
ち
が
調
査
を
す
る
様
子

を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
、「
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
い
る

の
か
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

私
た
ち
が
ま
ず
調
査
海
岸
に
着
く
と
、
カ
メ
が
砂

浜
に
残
し
た
足
跡
を
探
し
ま
す
。
そ
れ
を
辿
っ
て
い

く
と
、
先
に
は
甲
羅
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
の
大
き
な

穴
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
頭
が
向
い
て
い
た

の
か
？
産
卵
は
し
て
い
る
の
か
？
そ
れ
と
も
諦
め
て

帰
っ
て
行
っ
た
の
か
？
ま
る
で
刑
事
ド
ラ
マ
の
現
場

検
証
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す
。
産
卵
巣
が
あ
る

と
判
断
し
た
ら
、「
鉄
筋
」
と
呼
ん
で
い
る
鉄
の
棒

を
砂
に
挿
し
込
み
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣
は
、

断
面
で
見
る
と
フ
タ
を
し
た
フ
ラ
ス
コ
の
よ
う
な
形

を
し
て
お
り
、
そ
の
場
所
は
空
洞
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
挿
し
た
と
き
の
鉄
筋
の
入
り
方
が

他
と
異
な
る
た
め
、
そ
の
違
い
で
見
つ
け
る
事
が
出

来
る
の
で
す
。
 

産
卵
巣
が
あ
る
場
所
を
掘
り
返
す
と
、
白
い
卵
が

出
て
き
ま
す
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
を
慎
重
に
取
り

出
し
、
産
み
落
と
さ
れ
て
か
ら
何
日
が
経
過
し
て
い

る
の
か
を
卵
の
色
か
ら
判
断
し
、
記
録
を
取
っ
て
戻

し
ま
す
。
最
後
に
、
産
卵
巣
の
あ
る
場
所
に
は
３
本

の
木
の
枝
を
挿
し
、
周
辺
の
目
印
を
使
っ
て
距
離
を

記
録
し
て
お
き
ま
す
。
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
て
殻
だ
け

に
な
っ
た
後
、
改
め
て
掘
り
出
し
て
調
べ
る
為
で

す
。
 

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
調
査
は
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

お
り
、

11月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。
も
し
も
海
岸
で

調
査
の
様
子
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
今
回
の
調
査
方

法
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
思
い
出
し
て
も
ら
え
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
 

お
願
い
：
カ
メ
た
ち
の
活
動
が
活
発
と
な
る
に
伴

い
、
も
し
も
海
の
中
や
砂
浜
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い

ま
し
た
ら
、
次
の
３
つ
の
事
に
つ
い
て
、
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

①
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
」
 

②
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
つ
け
て
も
追
い
か
け
な
い
」
 

③
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
」
 

 
ル
ー
ル
を
守
り
、
カ
メ
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
海
岸
作
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 
Ｈ
Ｐ
 
https://bonin-ocean.net 

 

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
六
十
二
貝
「
ご
飯
に
す
る
？
お
風
呂
に
す
る
？
」
 

な
ん
て
く
だ
り
は
世
の
諸
兄
が
一
度
は
夢
見
る
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
き
っ
と
外
来
種
も
同
じ

に
違
い
な
い
。
な
ら
ば
も
て
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

た
だ
し
ご
飯
の
選
択
肢
は
な
い
。
強
制
的
に
風
呂

「
は
は
の
湯
」
へ
直
行
だ
。
 

父
島
の
マ
イ
マ
イ
を
食
い
荒
ら
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヤ
リ

の
母
島
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

侵
入
経
路
の
ひ
と
つ
と
し
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が

土
付
き
苗
だ
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヤ
リ
に
限
っ
た
話
で

は
な
い
。
近
年
に
な
っ
て
母
島
で
見
つ
か
っ
た
ア
ジ

ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
や
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
の
仲
間

は
、
沖
縄
か
ら
の
土
付
き
苗
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
土
中
に
潜
む

外
来
種
を
ど
う
や
っ
て
防
げ
ば
よ
い
の
か
。
そ
こ
で

「
は
は
の
湯
」
の
出
番
だ
。
 

「
は
は
の
湯
」
は
、
苗
の
土
部
分
を
お
湯
に
浸
す

こ
と
で
見
え
な
い
外
来
種
を
防
除
し
、
母
島
の
自
然

と
産
業
を
守
る
た
め
の
温
浴
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
は

世
界
遺
産
の
会
議
の
ひ
と
つ
で
あ
る
母
島
部
会
で
話

し
合
っ
て
実
現
し
た
取
り
組
み
だ
が
、
あ
く
ま
で
自

主
ル
ー
ル
な
の
で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。
気
に
な
る
方
は
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

ち
な
み
に
、
苗
専
用
の
た
め
人
間
は
入
れ
な
い
。
 

な
お
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
分
布
地
域
か
ら
の
土
付
き

苗
の
持
ち
込
み
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
点
も
、

念
の
た
め
申
し
添
え
し
て
お
こ
う
。
 

         【
文
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
母
島
事

務
室
 
和
田
慎
一
郎
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
 



  NO．715 令和2（2020）年 6月1日（月）                                      編集・発行  小笠原村総務課 

-13- 

 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

― 村民課福祉係 — 

— 第２４４号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：歯周病が全身の病気に影響してくるなんて知らなかった！！怖いなぁ・・・  

保健師：お口の中の細菌が血液を経由し全身へと流れ様々な疾患を引き起こすのです。しかし、普段の歯

みがきを気をつけて行うことで予防が出来るので、今日から意識して歯を磨いてみませんか？ 

クジラ：歯をきれいにすることで、健康に過ごすことが出来るんだね。さっそくチャレンジしてみよう！ 

新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言が出てから、お家で過ごす時間が増え、色々と我慢することが多く

なり、ストレスを抱えている方も多いのではないでしょうか？ストレスにより、唾液の分泌が減り、むし歯ができやす

くなると言われています。歯と口はその人の健康を支えるなど、人生の中でとても大切な役割を持っています。 

今月は健康な歯を保つための大切なポイントについて特集します！ 

 

Q1．歯みがきの回数は？ 

 

A．毎食後みがきましょう。忙しくて

も1日1回は(できれば就寝前に)、 

特に時間をかけて念入りに 

みがくようにしましょう。 

 

Q２．歯ブラシの交換時期は？ 

 

A．毛先が開き始めたら、取り換えの 

目安。新しいものに取り替えましょう。 

 

Q３．歯みがきのコツは？ 

 

A．まず、口の中を鏡で見て、自分の歯の

形や歯並びを良く知ること。歯ブラシが届

きにくいところは、みがき残しが多いの

で、１本１本丁寧にみがきましょう。 

(前歯、前歯の裏、歯並びの悪いところ、歯

と歯肉の境目に注意しましょう) 

 

Q４．フッ素入り歯みがき粉の 

有効な使い方は？ 

 

A．歯みがき粉を歯ブラシの 

２/３程度(約１g)つけ、むし歯 

になりやすい奥歯から始めて、歯全体

に塗るように３分間以上ブラッシン

グするのがポイントです。うがいのし

すぎはフッ素を洗い流してしまいま

す。すすぎの回数を少なめにすること

も大切です。 

Q５．デンタルフロスや歯間ブラシなど

は使った方が良いでしょうか？ 

またどれぐらいの頻度で？ 

 

A．歯みがきだけでは取れない 

歯と歯の間の汚れやプラークを 

取るために、デンタルフロスや 

歯間ブラシなどはとても有効です。 

毎日の使用を心掛けてください。 

Q６．口臭が気になります。対策はあ 

りますか？ 

 

A．口臭を防ぐためには、まず口の中を

清潔に保つこと。歯みがきの後に、舌

もみがくと効果的です。舌みがきは、

いつも使っている歯ブラシ 

でOK。ただし舌はとても 

傷つきやすいため、力を 

入れすぎず、軽くかき出す 

ようにしてください。 

 
 歯周病について 

◎歯周病の最大の原因は、プラーク(歯垢)です。 

 

 

◎歯周病が全身の様々な病気に関わっている

ことが分かってきています。 
歯垢 

◎歯がしみる、口臭がひどくなる、 

歯がぐらぐらするなどの症状があり、 

悪化すると歯が抜けてしまうこともあります。 

 

  

 肥満 

 

 認知症

 

 

心疾患 

誤嚥性

肺炎 

 

 

リウマチ 

Q．歯みがきで歯周病を予防すること

ができますか？ 

 

A．はい。毎日の歯みがきで、きちんと

プラークを落とすこと、歯肉をマッサ

ージして血流を促すことが歯周病予防

に効果的です。 

 その他、糖尿病、早産・

低体重児出産etc・・・ 



軽自動車税(種別割)の減免申請期限 母島巡回労働相談
固定資産税（第１期）および軽自動車税（種別割）の納期〆切 乳幼児健診・歯科健診（母島）
新型コロナウイルス感染症対策支援寄附金の募集（～10/30）

入港日 出港日
防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験

シロアリ対策事業（第１回）（母島）（～25日）

村ノヤギ駆除

定期予防接種②（父島）

中学校教科用図書見本展示会（～26日） シロアリ対策事業（第１回）申込〆切

定期予防接種①/定期予防接種②（母島） 都ノヤギ排除

父島上級救命講習会受講者募集〆切

出港日 入港日
東京都小笠原住宅（父島世帯用）入居者募集〆切 都ノヤギ排除

都ノヤギ排除 産科・婦人科専門診療（母島）

都ノヤギ排除 小笠原中学校　学校公開（～26日）

育児学級（歯科の会）（父島）
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島・母島）申込〆切

入港日 出港日
シロアリ対策事業（第１回）（父島）（～16日） 産科・婦人科専門診療（父島）（～26日）

都ノヤギ排除/小笠原海ごみゼロウィーク（海岸清掃）（5月30日～）

テレビ放送の中断（父島）

村ノヤギ駆除

育児学級（離乳食の会）（父島）

村民相談 シロアリ対策事業（第１回）（父島）（～29日）

都ノヤギ排除

出港日　 入港日

定期予防接種②（父島） 原付免許学科試験申込〆切/都ノヤギ排除

電話による無料法律相談

行政相談所の開設

村ノヤギ駆除

乳幼児健診・歯科健診（父島）

都ノヤギ排除 原付免許学科試験

入港日 出港日　

都ノヤギ排除

個人住民税、国民健康保険税及び介護保険料(第１期)の納期〆切

蝙蝠谷農業団地第三期就農者の募集〆切

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日 行　事　予　定

1 月 16 火

2 火 17 水

3 水 18 木

4 木 19 金

5 金 20 土

6 土 21 日

7 日 22 月

8 月 23 火

9 火 24 水

10 水 25 木

11 木 26 金

12 金 27 土

13 土 28 日

14 日 29 月

15 月 30 火

小笠原村日本復帰記念の日


